










　

平
成
24
年
第
３
回
定
例
町
議

会
が
、９
月
５
日
（
水
）か
ら
14
日

（
金
）ま
で
開
会
さ
れ
ま
し
た（
会

期
は
10
日
間
）。こ
の
定
例
会
で

は
、平
成
23
年
度
各
会
計
歳
入

歳
出
決
算
の
認
定
９
件
、議
案

19
件
、報
告
１
件
、諮
問
２
件
が

上
程
さ
れ
、慎
重
審
議
の
結
果
、

い
ず
れ
も
認
定
、可
決
等
さ
れ
ま

し
た
。

　
■
平
成
23
年
度
町
一
般
会
計
及

び
特
別
会
計
歳
入
歳
出
決
算
の

認
定

　
一
般
会
計
と
、８
特
別
会
計
の

平
成
23
年
度
歳
入
歳
出
決
算
が

認
定
さ
れ
ま
し
た
。

　
一
般
会
計
の
決
算
に
つ
い
て
は
、

歳
入
総
額
１
０
２
億
８
７
６
９
万

８
千
円
、歳
出
総
額
92
億
７
６
２

９
万
５
千
円
の
う
ち
翌
年
度
へ
２

億
１
３
８
６
万
１
千
円
が
繰
り

越
さ
れ
る
た
め
、実
質
収
支
額
７

億
９
７
５
４
万
２
千
円
の
黒
字
と

な
っ
て
い
ま
す
。ま
た
、特
別
会
計

の
決
算
に
つい
て
も
す
べ
て
実
質
収

支
額
が
黒
字
と
な
って
い
ま
す
。

　
■
市
谷
地
区
農
業
用
用
水
施
設

（
管
路
）工
事
請
負
契
約
の
締
結

　

同
契
約
に
つ
い
て
、指
名
競
争

入
札
の
結
果
、株
式
会
社
大
木

建
設
（
熊
岡
）と
５
２
９
７
万
２

５
０
０
円
で
契
約
を
締
結
す
る

こ
と
が
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

■
林
道
東
神
野
川
木
の
川
線
開

設
工
事
請
負
変
更
契
約
の
締
結

　

有
限
会
社
宮
崎
組（
西
岩
代
）

が
行
っ
て
い
る
同
工
事
に
つ
い
て
、

施
工
区
間
の
延
長
に
と
も
な
い

請
負
契
約
額
を
８
４
６
万
６
１

５
０
円
増
額
し
、６
１
８
２
万
８

５
０
円
に
変
更
す
る
も
の
で
す
。

■
清
川
保
育
所
園
舎
改
築
（
建

築
）工
事
請
負
契
約
の
締
結

　

同
契
約
に
つ
い
て
、指
名
競
争

入
札
の
結
果
、株
式
会
社
松
根

建
設（
埴
田
）と
５
４
２
５
万
６
６

５
０
円
で
契
約
を
締
結
す
る
こ

と
が
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

■
町
特
別
会
計
条
例
の
一
部
を

改
正
す
る
条
例

　

住
宅
新
築
資
金
等
貸
付
事
業

特
別
会
計
の
廃
止
に
伴
い
、条
例

を
改
正
す
る
も
の
で
す
。

■
町
住
宅
新
築
資
金
等
貸
付
事

業
減
債
基
金
条
例
の
廃
止

　

住
宅
新
築
資
金
等
貸
付
事
業

特
別
会
計
の
廃
止
に
伴
い
、本
会

計
に
係
る
減
債
基
金
を
廃
止
す

る
も
の
で
す
。

■
災
害
弔
慰
金
の
支
給
に
関
す

る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条

例
　

東
日
本
大
震
災
の
被
害
の
甚

大
さ
等
に
鑑
み
、災
害
弔
慰
金
の

支
給
等
に
関
す
る
法
律
が
改
正

さ
れ
ま
し
た
。内
容
は
、従
来
災

害
弔
慰
金
を
支
給
す
る
遺
族
の

範
囲
が
配
偶
者
・
子
・
父
母
・
孫
・

祖
父
母
で
し
た
が
、兄
弟
姉
妹
が

加
え
ら
れ
ま
し
た
。

■
町
防
災
会
議
条
例
の
一
部
を

改
正
す
る
条
例

■
町
災
害
対
策
本
部
条
例
の
一

部
を
改
正
す
る
条
例

　

２
議
案
に
つ
い
て
は
、災
害
対

策
基
本
法
が
改
正
さ
れ
た
こ
と

に
伴
う
条
例
の
改
正
で
す
。

■
町
水
道
事
業
の
設
置
等
に
関

す
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る

条
例

　

給
水
条
例
の
改
正
に
合
わ
せ

て
、条
例
の
字
句
等
の
整
理
を
行

う
も
の
で
す
。

■
町
給
水
条
例
の
一
部
を
改
正

す
る
条
例

　

上
水
道（
旧
南
部
町
）と
簡
易

水
道
（
旧
南
部
川
村
）の
水
道
使

用
料
金
を
統
一す
る
た
め
の
条
例

の
改
正
で
す
。（
詳
し
く
は
11
月

号
の
広
報
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
）

■
一
般
会
計
補
正
予
算
（
第
３

号
）

　

歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ
４
億
４

９
４
８
万
９
千
円
を
追
加
し
、総

額
96
億
２
９
６
１
万
３
千
円
と

す
る
こ
と
が
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

　

歳
入
は
、国
・
県
支
出
金
２
８

６
２
万
８
千
円
、繰
入
金
△
７
７

１
１
万
７
千
円
、繰
越
金
４
億
９

３
７
７
万
８
千
円
、町
債
４
２
０

万
円
で
す
。

　

主
な
歳
出
は
、別
表
の
通
り
で

す
。

■
国
民
健
康
保
険
特
別
会
計
補

正
予
算（
第
２
号
）

　

歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ
３
９
０

８
万
４
千
円
を
追
加
し
、総
額

19
億
９
２
７
５
万
８
千
円
と
す

る
こ
と
が
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

　

歳
入
は
、前
年
度
の
国
・
県
・

支
払
基
金
の
補
助
金
等
の
精
算

に
よ
り
生
じ
た
不
足
分
を
基
金

か
ら
の
繰
り
入
れ
と
前
年
度
繰

越
金
に
よ
り
補
充
す
る
も
の
で

す
。

　

歳
出
は
、一
般
被
保
険
者
の
高

額
療
養
費
の
伸
び
に
よ
る
不
足

分
の
補
正
で
す
。

■
介
護
保
険
特
別
会
計
補
正
予

算（
第
２
号
）

　

歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ
２
１
５

０
万
円
を
追
加
し
、総
額
13
億

７
９
９
０
万
７
千
円
と
す
る
こ
と

が
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

　

歳
入
は
、一
般
会
計
繰
入
金
１

２
１
万
６
千
円
、前
年
度
繰
越
金

２
０
２
８
万
４
千
円
で
す
。

　

歳
出
は
、出
向
社
会
福
祉
士

の
経
費
の
追
加
な
ど
地
域
支
援

事
業
費
１
０
２
万
１
千
円
、前
年

度
補
助
金
等
の
精
算
に
よ
る
返

還
金
２
０
４
７
万
９
千
円
で
す
。

■
住
宅
新
築
資
金
等
貸
付
事
業

特
別
会
計
補
正
予
算（
第
１
号
）

　

歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ
１
５
３

９
万
６
千
円
を
増
額
補
正
し
、

総
額
１
５
３
９
万
６
千
円
と
す

る
こ
と
が
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

同
特
別
会
計
の
廃
止
に
伴
い
、事

業
費
用
と
し
て
積
み
立
て
て
い
た

基
金
を
一
般
会
計
に
統
合
す
る

も
の
で
す
。

■
公
共
下
水
道
事
業
特
別
会
計

補
正
予
算（
第
１
号
）

　

歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ
29
万
９

千
円
を
追
加
し
、総
額
５
億
７
９

５
７
万
９
千
円
と
す
る
こ
と
が

可
決
さ
れ
ま
し
た
。

　

４
月
の
人
事
異
動
に
伴
う
人

件
費
の
増
額
補
正
で
す
。

■
簡
易
水
道
事
業
特
別
会
計
補

正
予
算（
第
１
号
）

　

歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ
33
万
９

千
円
を
追
加
し
、総
額
１
億
１
８

１
８
万
５
千
円
と
す
る
こ
と
が

可
決
さ
れ
ま
し
た
。

　

４
月
の
人
事
異
動
に
伴
う
人

件
費
の
増
額
補
正
で
す
。

■
水
道
事
業
会
計
補
正
予
算

（
第
２
号
）

　

収
益
的
支
出
を
６
５
８
万
７

千
円
減
額
し
、支
出
総
額
１
億

６
０
８
０
万
２
千
円
と
す
る
こ
と

が
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

　

４
月
の
人
事
異
動
に
伴
う
人

件
費
の
減
額
補
正
で
す
。

　
■
普
通
河
川
捻
巻
川
河
川
災
害

復
旧
工
事
請
負
変
更
契
約
の
締

結
　

杉
谷
産
業
株
式
会
社
（
谷
口
）

が
行
っ
て
い
る
同
工
事
に
つ
い
て
、

新
た
な
被
災
箇
所
部
分
の
追
加

と
掘
削
量
の
当
初
予
定
量
か
ら

の
増
加
に
と
も
な
い
請
負
契
約

額
を
１
２
８
４
万
３
６
０
０
円
増

額
し
、７
４
５
５
万
円
に
変
更
す

る
も
の
で
す
。

■
一
般
会
計
補
正
予
算
（
第
４

号
）

　

歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ
26
万
４

千
円
を
追
加
し
、総
額
96
億
２

９
８
７
万
７
千
円
と
す
る
こ
と
が

可
決
さ
れ
ま
し
た
。

　

紀
南
環
境
整
備
公
社
最
終
処

分
場
の
候
補
地
選
定
後
の
環
境

影
響
調
査
に
係
る
、平
成
24
年

度
分
担
金
で
す
。

　
■
平
成
23
年
度
財
団
法
人
み
な

べ
町
開
発
公
社
事
業
報
告
及
び

決
算
報
告
並
び
に
平
成
24
年
度

事
業
計
画
及
び
予
算
報
告

　

同
開
発
公
社
の
そ
れ
ぞ
れ
の

報
告
が
さ
れ
ま
し
た
。

　
■
人
権
擁
護
委
員
候
補
者
の
推

薦
　

人
権
擁
護
委
員
の
候
補
者
と

し
て
、原
田
武
俊
さ
ん
（
山
内
・

再
任
）と
生
駒
武
敏
さ
ん
（
埴

田
・
再
任
）を
推
薦
す
る
こ
と
が

適
任
と
認
め
ら
れ
ま
し
た
。〔
＊

人
権
擁
護
委
員
は
、市
町
村
か

ら
推
薦
を
受
け
、法
務
大
臣
が

委
嘱
し
ま
す
。〕

平
成　

 

年
度

23

各
会
計
の
歳
入
・
歳
出
決
算
を
認
定

各
会
計
の
歳
入
・
歳
出
決
算
を
認
定

一般
会
計
、特
別
会
計
と
も
黒
字
決
算
と
な
り
ま
し
た

認
　
　
　
定

認
　
　
　
定

議
　
　
　
案

議
　
　
　
案
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平
成
24
年
第
３
回
定
例
町
議

会
が
、９
月
５
日
（
水
）か
ら
14
日

（
金
）ま
で
開
会
さ
れ
ま
し
た（
会

期
は
10
日
間
）。こ
の
定
例
会
で

は
、平
成
23
年
度
各
会
計
歳
入

歳
出
決
算
の
認
定
９
件
、議
案

19
件
、報
告
１
件
、諮
問
２
件
が

上
程
さ
れ
、慎
重
審
議
の
結
果
、

い
ず
れ
も
認
定
、可
決
等
さ
れ
ま

し
た
。

　
■
平
成
23
年
度
町
一
般
会
計
及

び
特
別
会
計
歳
入
歳
出
決
算
の

認
定

　
一
般
会
計
と
、８
特
別
会
計
の

平
成
23
年
度
歳
入
歳
出
決
算
が

認
定
さ
れ
ま
し
た
。

　
一
般
会
計
の
決
算
に
つ
い
て
は
、

歳
入
総
額
１
０
２
億
８
７
６
９
万

８
千
円
、歳
出
総
額
92
億
７
６
２

９
万
５
千
円
の
う
ち
翌
年
度
へ
２

億
１
３
８
６
万
１
千
円
が
繰
り

越
さ
れ
る
た
め
、実
質
収
支
額
７

億
９
７
５
４
万
２
千
円
の
黒
字
と

な
っ
て
い
ま
す
。ま
た
、特
別
会
計

の
決
算
に
つい
て
も
す
べ
て
実
質
収

支
額
が
黒
字
と
な
って
い
ま
す
。

　
■
市
谷
地
区
農
業
用
用
水
施
設

（
管
路
）工
事
請
負
契
約
の
締
結

　

同
契
約
に
つ
い
て
、指
名
競
争

入
札
の
結
果
、株
式
会
社
大
木

建
設
（
熊
岡
）と
５
２
９
７
万
２

５
０
０
円
で
契
約
を
締
結
す
る

こ
と
が
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

■
林
道
東
神
野
川
木
の
川
線
開

設
工
事
請
負
変
更
契
約
の
締
結

　

有
限
会
社
宮
崎
組（
西
岩
代
）

が
行
っ
て
い
る
同
工
事
に
つ
い
て
、

施
工
区
間
の
延
長
に
と
も
な
い

請
負
契
約
額
を
８
４
６
万
６
１

５
０
円
増
額
し
、６
１
８
２
万
８

５
０
円
に
変
更
す
る
も
の
で
す
。

■
清
川
保
育
所
園
舎
改
築
（
建

築
）工
事
請
負
契
約
の
締
結

　

同
契
約
に
つ
い
て
、指
名
競
争

入
札
の
結
果
、株
式
会
社
松
根

建
設（
埴
田
）と
５
４
２
５
万
６
６

５
０
円
で
契
約
を
締
結
す
る
こ

と
が
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

■
町
特
別
会
計
条
例
の
一
部
を

改
正
す
る
条
例

　

住
宅
新
築
資
金
等
貸
付
事
業

特
別
会
計
の
廃
止
に
伴
い
、条
例

を
改
正
す
る
も
の
で
す
。

■
町
住
宅
新
築
資
金
等
貸
付
事

業
減
債
基
金
条
例
の
廃
止

　

住
宅
新
築
資
金
等
貸
付
事
業

特
別
会
計
の
廃
止
に
伴
い
、本
会

計
に
係
る
減
債
基
金
を
廃
止
す

る
も
の
で
す
。

■
災
害
弔
慰
金
の
支
給
に
関
す

る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条

例
　

東
日
本
大
震
災
の
被
害
の
甚

大
さ
等
に
鑑
み
、災
害
弔
慰
金
の

支
給
等
に
関
す
る
法
律
が
改
正

さ
れ
ま
し
た
。内
容
は
、従
来
災

害
弔
慰
金
を
支
給
す
る
遺
族
の

範
囲
が
配
偶
者
・
子
・
父
母
・
孫
・

祖
父
母
で
し
た
が
、兄
弟
姉
妹
が

加
え
ら
れ
ま
し
た
。

■
町
防
災
会
議
条
例
の
一
部
を

改
正
す
る
条
例

■
町
災
害
対
策
本
部
条
例
の
一

部
を
改
正
す
る
条
例

　

２
議
案
に
つ
い
て
は
、災
害
対

策
基
本
法
が
改
正
さ
れ
た
こ
と

に
伴
う
条
例
の
改
正
で
す
。

■
町
水
道
事
業
の
設
置
等
に
関

す
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る

条
例

　

給
水
条
例
の
改
正
に
合
わ
せ

て
、条
例
の
字
句
等
の
整
理
を
行

う
も
の
で
す
。

■
町
給
水
条
例
の
一
部
を
改
正

す
る
条
例

　

上
水
道（
旧
南
部
町
）と
簡
易

水
道
（
旧
南
部
川
村
）の
水
道
使

用
料
金
を
統
一す
る
た
め
の
条
例

の
改
正
で
す
。（
詳
し
く
は
11
月

号
の
広
報
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
）

■
一
般
会
計
補
正
予
算
（
第
３

号
）

　

歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ
４
億
４

９
４
８
万
９
千
円
を
追
加
し
、総

額
96
億
２
９
６
１
万
３
千
円
と

す
る
こ
と
が
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

　

歳
入
は
、国
・
県
支
出
金
２
８

６
２
万
８
千
円
、繰
入
金
△
７
７

１
１
万
７
千
円
、繰
越
金
４
億
９

３
７
７
万
８
千
円
、町
債
４
２
０

万
円
で
す
。

　

主
な
歳
出
は
、別
表
の
通
り
で

す
。

■
国
民
健
康
保
険
特
別
会
計
補

正
予
算（
第
２
号
）

　

歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ
３
９
０

８
万
４
千
円
を
追
加
し
、総
額

19
億
９
２
７
５
万
８
千
円
と
す

る
こ
と
が
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

　

歳
入
は
、前
年
度
の
国
・
県
・

支
払
基
金
の
補
助
金
等
の
精
算

に
よ
り
生
じ
た
不
足
分
を
基
金

か
ら
の
繰
り
入
れ
と
前
年
度
繰

越
金
に
よ
り
補
充
す
る
も
の
で

す
。

　

歳
出
は
、一
般
被
保
険
者
の
高

額
療
養
費
の
伸
び
に
よ
る
不
足

分
の
補
正
で
す
。

■
介
護
保
険
特
別
会
計
補
正
予

算（
第
２
号
）

　

歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ
２
１
５

０
万
円
を
追
加
し
、総
額
13
億

７
９
９
０
万
７
千
円
と
す
る
こ
と

が
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

　

歳
入
は
、一
般
会
計
繰
入
金
１

２
１
万
６
千
円
、前
年
度
繰
越
金

２
０
２
８
万
４
千
円
で
す
。

　

歳
出
は
、出
向
社
会
福
祉
士

の
経
費
の
追
加
な
ど
地
域
支
援

事
業
費
１
０
２
万
１
千
円
、前
年

度
補
助
金
等
の
精
算
に
よ
る
返

還
金
２
０
４
７
万
９
千
円
で
す
。

■
住
宅
新
築
資
金
等
貸
付
事
業

特
別
会
計
補
正
予
算（
第
１
号
）

　

歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ
１
５
３

９
万
６
千
円
を
増
額
補
正
し
、

総
額
１
５
３
９
万
６
千
円
と
す

る
こ
と
が
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

同
特
別
会
計
の
廃
止
に
伴
い
、事

業
費
用
と
し
て
積
み
立
て
て
い
た

基
金
を
一
般
会
計
に
統
合
す
る

も
の
で
す
。

■
公
共
下
水
道
事
業
特
別
会
計

補
正
予
算（
第
１
号
）

　

歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ
29
万
９

千
円
を
追
加
し
、総
額
５
億
７
９

５
７
万
９
千
円
と
す
る
こ
と
が

可
決
さ
れ
ま
し
た
。

　

４
月
の
人
事
異
動
に
伴
う
人

件
費
の
増
額
補
正
で
す
。

■
簡
易
水
道
事
業
特
別
会
計
補

正
予
算（
第
１
号
）

　

歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ
33
万
９

千
円
を
追
加
し
、総
額
１
億
１
８

１
８
万
５
千
円
と
す
る
こ
と
が

可
決
さ
れ
ま
し
た
。

　

４
月
の
人
事
異
動
に
伴
う
人

件
費
の
増
額
補
正
で
す
。

■
水
道
事
業
会
計
補
正
予
算

（
第
２
号
）

　

収
益
的
支
出
を
６
５
８
万
７

千
円
減
額
し
、支
出
総
額
１
億

６
０
８
０
万
２
千
円
と
す
る
こ
と

が
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

　

４
月
の
人
事
異
動
に
伴
う
人

件
費
の
減
額
補
正
で
す
。

　
■
普
通
河
川
捻
巻
川
河
川
災
害

復
旧
工
事
請
負
変
更
契
約
の
締

結
　

杉
谷
産
業
株
式
会
社
（
谷
口
）

が
行
っ
て
い
る
同
工
事
に
つ
い
て
、

新
た
な
被
災
箇
所
部
分
の
追
加

と
掘
削
量
の
当
初
予
定
量
か
ら

の
増
加
に
と
も
な
い
請
負
契
約

額
を
１
２
８
４
万
３
６
０
０
円
増

額
し
、７
４
５
５
万
円
に
変
更
す

る
も
の
で
す
。

■
一
般
会
計
補
正
予
算
（
第
４

号
）

　

歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ
26
万
４

千
円
を
追
加
し
、総
額
96
億
２

９
８
７
万
７
千
円
と
す
る
こ
と
が

可
決
さ
れ
ま
し
た
。

　

紀
南
環
境
整
備
公
社
最
終
処

分
場
の
候
補
地
選
定
後
の
環
境

影
響
調
査
に
係
る
、平
成
24
年

度
分
担
金
で
す
。

　
■
平
成
23
年
度
財
団
法
人
み
な

べ
町
開
発
公
社
事
業
報
告
及
び

決
算
報
告
並
び
に
平
成
24
年
度

事
業
計
画
及
び
予
算
報
告

　

同
開
発
公
社
の
そ
れ
ぞ
れ
の

報
告
が
さ
れ
ま
し
た
。

　
■
人
権
擁
護
委
員
候
補
者
の
推

薦
　

人
権
擁
護
委
員
の
候
補
者
と

し
て
、原
田
武
俊
さ
ん
（
山
内
・

再
任
）と
生
駒
武
敏
さ
ん
（
埴

田
・
再
任
）を
推
薦
す
る
こ
と
が

適
任
と
認
め
ら
れ
ま
し
た
。〔
＊

人
権
擁
護
委
員
は
、市
町
村
か

ら
推
薦
を
受
け
、法
務
大
臣
が

委
嘱
し
ま
す
。〕

追
加
議
案

追
加
議
案

報
　
　
　
告

報
　
　
　
告

諮
　
　
　
問

諮
　
　
　
問

補　正　額　

３億３８２３万４千円

８９５万６千円

４１万８千円

１８５５万５千円

△２２万８千円

３８３万４千円

５８２万５千円

５８６２万７千円

１５２６万８千円

４億４９４８万９千円

　　　　　　主　　な　　内　　容

基金積立金3億円、第二庁舎解体撤去工事請負費2057万5千円ほか

前年度国県補助金返還金555万円ほか

医薬材料費288万9千円、田辺市周辺衛生施設組合負担金△465万3千円ほか

堺漁港製氷施設改修事業補助金772万4千円ほか

4月人事異動に伴う人件費組替による減

4月人事異動に伴う人件費組替による増

消防団員研修費用弁償450万円ほか

上南部学童保育所建設工事請負費3900万円ほか

農地・農業用施設災害復旧工事請負費1500万円ほか

項　　　目

総 務 費

民 生 費

衛　生　費

農林水産業費

商　工　費

土　木　費

消 防 費

教　育　費

災害復旧費

歳 出 合 計

広報みなべ　2012.10
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平成２４年度一般会計補正予算（第３号）　歳出補正額と主な内容



おじいちゃん・おばあちゃんと楽しいひととき！
「いつまでも元気でいてね」

NEWS

 “元気！ふれあい長寿のつどい”
「暑いなぁ。元気だったか？」楽しい会話も健康の源。

　「元気！ふれあい長寿のつどい」が、９月３日、４日の両日、紀州みなべロイヤル
ホテルで開催され、町内の７５歳以上の対象者２，２５１人のうち６５３人が参加
されました。
　参加者で最高齢の方は、３日は西本庄の山西操さん（95歳）、４日は清川の
大野ツルエさん（93歳）で、大野さんは今年から対象となった息子さんと親子で
参加されました。
　参加された皆さんは、式典の後、昼食をとりながら、近所の方や久しぶりに出

会った友達と日頃の様子やテレビの
話題などを楽しそうに語り合っていま
した。
また、舞台では海南市のすわん江戸
村による笑いと涙の人情芝居、歌や
舞踊ショーが催され、楽しいひとときを
過ごしました。

　町内の保育所（園）では９月の敬老
の日に合わせて、おじいちゃんやおば
あちゃんを招待して歌などを披露した
り、一緒に工作づくりをして、交流しまし
た。
　又、高城保育所では年長児８名
が、近くの特別養護老人ホームときわ
寮梅の里を訪れ、入所されている方
やデイサービスで来られた方などと一
緒に歌を歌ったり、ホームに飾ってもらうよう、自分たちが作った作品をプレゼントしました。
 愛之園保育園では、園児たちが数人ずつのグループに分かれて、埴田区内のひとり暮らしのお年寄りのお宅を訪問し
て、長寿をお祝いしました。

広報みなべ　2012.10
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清川保育所の子どもたち高城保育所の子どもたち



満１００歳、おめでとうございます。

子どもたちの命を守るために。

自然エネルギーの有効利用と農家の経営安定化を願って。

さんまを焼くには、備長炭が最高！長い行列ができました。

　芝の松下フサさんが、９月１４日満１００歳の誕生日を迎えられました。
　小谷町長が松下さんを訪ね、尊敬と祝賀の意を表した「祝百歳」の賞状を
読み上げ、記念品と花束を贈り長寿をお祝いしました。
　松下さんに長生きの秘訣を伺うと「特に何もないけど、気ままに過ごさせても
らってます」と笑って話してくれました。
　今も自分で食事を作ったり、毎日欠かさず新聞に目を通しているなど、元気で
前向きな姿に、伺った私たちも元気をいただきました。
　これからもお元気で、益々のご長寿を祈念します。　

　８月２５日　町内の４保育所職員が、和歌山大学防災研究教育センター照
本清峰特任准教授を講師に招き研修会を行いました。　　　　　　　　　 
　研修会では、「子供たちの命を守るために、取り組むべき活動」と題して、大
規模な自然災害が発生した時の対応や保護者との連絡方法、そして地域との
連携など、平常時から整えておく備えなどについて勉強しました。
　各保育所では、毎月園児と一緒に防災訓練も実施しています。

　９月６日、島ノ瀬ダムに整備していた
小水力発電施設の完成を記念し、高
城・清川小学校の児童や地域住民が
参加して、見学会が行われました。子ど
もたちは施設の見学や小水力発電の
仕組みについて学び、発電した電気を
使ったシンセサイザーの演奏を楽しみ
ました。
　今後は、小水力発電で生み出した電力を売ることで、農家が負担しているポンプの電力代などにあて、費用の軽減
を図っていきます。

　９月９日、東京目黒駅前商店街で「目
黒のさんま祭り」が開かれ、イベント開
始前からサンマをもらうための長い行
列ができました。
　町からも、備長炭生産者組合や観
光協会などから４名が参加し、備長炭
で焼いたサンマを配布したり、行列に並
んでいる人たちに梅の効能や観光パン
フレットと一緒に１粒入りの梅干しを配って、みなべ町をＰＲしました。ＰＲには、以前から交流を持っている日本女子大学
の学生の皆さんも手伝ってくれました。

広報みなべ　2012.10
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　小出先生が、子どもたちの質
問に答えて、原発と放射能がか
かえる問題をていねいに教えて
くれます。「自分で考えるための
材料」が詰まっています。小出さ
んという学者の生きざまにも触れ
ることのできる、大人にもおすす
めの一冊です。
●こおり（前野紀一）●世界のク
ワガタムシ（今森光彦）●げっ歯
類のこと（シル）●のぞいてみよう
厨房図鑑●なんかヘンだを手
紙で伝える（村中李衣）●レガッ
タ！ 水をつかむ（濱野京子）●兵
士のハーモニカ（ロダーリ）●ツ
リーハウス（トルマン）●カラス笛
を吹いた日（イバトゥーリン）

ゆめよみ館・子ども向け

　ナイトウォークやナイトハイキン
グなどの闇歩きガイドとして活躍
する著者が、闇歩きの楽しみや
心得を教えてくれます。深夜、暗
闇の中、次第に五感が研ぎ澄ま
されていく…。
　読めば、きっと、昼間と違う幻
想の世界を歩いてみたくなりま
す。
●赤猫異聞（浅田次郎）●人生
が用意するもの（川上未映子）
●父と息子のフィルム・クラブ（デ
ヴィッド・ギルモア）●夢を見る力
（立木早絵）●学校で気になる
子どものサイン（五十嵐哲也・杉
本希映）●虫の卵ハンドブック
（鈴木知之）●仏像のかたちと
心（金子啓明）　

ゆめよみ館・大人向け

　大災害がおこった時、助けが
くるまでの72時間（３日間）を生き
のびるために必要な知識や、危
険を避ける101の方法を具体的
に書いている本です。靴がない
ときは板をガムテープで足にまき
つけ靴代わりにする方法、日が
沈むまでの時間をこぶしを使っ
て予測する方法などのミニ知識
も満載です。
●世界のことばあそびえほん
（戸田幸四郎）●かあさんふくろ
う（クレメント・ハード）●「怖い」
が、好き！（加門七海）

上南部分館・子ども向け

上南部分館・大人向け

上南部分館 おはなしの会
10月10日（水）午後３時から

　秋の夜長、映画やドラマの原作本を読んでみませんか。ミス
テリー、恋愛もの、時代小説など様 な々分野から紹介します。

10月のゆめよみ館テーマ展示

「映画の原作を読む」

町立図書館（ゆめよみ館）
上南部分館（生涯学習センター内）

TEL72-1410
TEL74-3283

1階

　秋はおまつりの季節です。日本の、そして外国の、いろんなお
まつりがでてくる本で、わくわく気分を味わってください。

「たのしいおまつり」2階

原
発
に
反
対
し
な
が
ら
研
究
を

つ
づ
け
る
小
出
裕
章
さ
ん
の
お
は
な
し

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

野
村
保
子（
ク
レ
ヨ
ン
ハ
ウ
ス
）

闇
と
暮
ら
す

　
　
　
　
　
　
　

    

中
野
純（
誠
文
堂
新
光
社
）

子
ど
も
の
た
め
の
防
災
Ｂ
０
０
Ｋ

72
時
間
生
き
ぬ
く
た
め
の
１
０
１
の
方
法

　
　
　
　
　
　

  　
　
　
　
　
　
　

 

夏
緑（
童
心
社
）

こんな本、いかが？

通 信

１日（月）休館
６日（土）わくわくタイム（10:30 ～）
　　　おはなし会（14:00 ～）
８日（月）休館（体育の日）
９日（火）休館
11日（木）ちいさいひとのための
おはなし会（0～ 3歳）（10:30 ～）
13日（土）おはなし会（14:00 ～）
15日（月）休館
20日（土）おはなし会（14:00 ～）
22日（月）休館
25日（木）ちいさいひとのための
おはなし会（0～ 3歳）（10:30 ～）
手づくり絵本展（～28日）
27日（土）ビデオ上映会（10：30～）
おはなし会（14:00 ～）
29日（月）休館
31日（水）休館（月末休館日）

ゆめよみ館・10月のカレンダー

●家庭用ミシンで作る 帆布のバッ
グ（赤峰清香）●中国書画探訪 
関西の所蔵家とその名品（曽布
川寛）●残穢（小野不由美）

　夏休み中に募集した「手づくりの小さな絵本」と、同じく夏休みに制作
した紙皿絵本の展示を行います。
●１０月２３日（火）～２４日（水）　上南部分館
●１０月２５日（木）～２８日（日）　ゆめよみ館

第14回手づくりのちいさな絵本＆紙皿絵本の展示

●みなべ町立図書館の利用カードをお持ちの方。
●みなべ町立図書館ホームページにアクセスできるパソコンをお持ちの方。
●送受信することができるＥメールアドレスをお持ちの方。

これは便利！自宅のパソコンから、本の予約ができます

詳しくは図書館に
お問い合わせ下さい！

利用できる方は

利用するには
●「インターネットパスワード申請書」を
　ご提出ください。
※その際パスワード（暗証番号）の
　登録をしていただきます。
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本
年
度
も
次
の
地
区
で
、地
籍

調
査
事
業
の
境
界
立
会
及
び
測

量
作
業
を
実
施
し
ま
す
。

　

土
地
所
有
者
又
は
関
係
者
の

皆
様
に
は
、事
業
内
容
を
ご
理
解

い
た
だ
き
、現
地
立
会
い
等
ご
協

力
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

　

な
お
、
10
月
初
旬
よ
り
順
次
、

現
地
立
会
い
の
実
施
を
予
定
し

て
い
ま
す
。

（
日
程
等
の
詳
細
に
つ
き
ま
し
て

は
、各
土
地
所
有
者
、関
係
者
の

皆
様
に
委
託
業
者
よ
り
直
接
ご

案
内
す
る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま

す
。）

○
西
岩
代
の一
部（
字 

蕗
谷
・
井

ノ
元
・天
ケ
谷
・
越
谷
・
丸
山
）

『
地
籍
調
査
事
業
』
に
ご
協
力
下
さ
い

建
設
課（
℡
７4
ー
３
３
３
５
）か
ら
お
知
ら
せ

建
設
課（
℡
７4
ー
３
３
３
５
）か
ら
お
知
ら
せ の

○
東
岩
代
の一部（
字 

北
ノ
久
保
・

田
中
・
中
連
・
明
治
ケ
尾
・
東
谷
・

池
之
尻
・
中
村
垣
内
・
内
泓
・
丸

山
・
岩
之
倉
）

○
清
川（
軽
井
川
）の一
部（
字 
柳

ケ
瀬
・
北
柳
ケ
瀬
・
宮
ノ
森
・
宮
ノ

平
・
元
西
ノ
谷
・
天
如
山
・
寺
垣

内
・
井
戸
坂
前
・
井
戸
ノ
坂
・
大
垣

内
・
包
谷
・
沢
・
沢
前
・
川
口
）

○
清
川（
大
川
）の一
部（
字 

上
波

瀬
・
本
ノ
谷
・
芝
・
森
・田
中
）

　

調
査
及
び
測
量
の
期
間
中（
平

成
24
年
10
月
〜
平
成
25
年
３
月
）

は
、山
間
部
で
の
作
業
も
実
施
し

て
い
ま
す
の
で
、ご
注
意
し
て
い
た

だ
け
ま
す
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

町の花 う め

町の木 う ば め が し

町の鳥 う ぐ い す

町の魚 い しわ

実
施
地
区

実
施
地
区

狩
猟
を
さ
れ
る
皆
様
へ

狩
猟
を
さ
れ
る
皆
様
へ

給
与
支
払
報
告
書
の
提
出

給
与
支
払
報
告
書
の
提
出

特
別
徴
収
の
事
務

特
別
徴
収
の
事
務

　

個
人
住
民
税
の
特
別
徴
収
と

は
、事
業
者（
給
与
支
払
者
）が
、

所
得
税
の
源
泉
徴
収
と
同
様
に
、

毎
月
従
業
員（
給
与
所
得
者
）に

支
払
う
給
与
か
ら
住
民
税（
市

町
村
民
税
＋
県
民
税
）を
徴
収

（
天
引
き
）し
、住
民
税
の
納
税
義

務
者
で
あ
る
給
与
所
得
者（
従

業
員
）に
代
わ
って
納
入
し
て
い
た

だ
く
制
度
で
す
。

■
地
方
税
法
や
町
税
条
例

の
規
定
に
よ
り
、事
業
者

は
、原
則
と
し
て
す
べ
て
特

別
徴
収
義
務
者
と
し
て
、住

民
税
の
特
別
徴
収
を
行
っ
て

い
た
だ
く
こ
と
と
さ
れ
て
い

ま
す
。

従
業
員
の
個
人
住
民
税
の
特
別
徴
収
を
お
願
い
し
ま
す

税
務
課（
℡
７2
ー
２
１
６
２
）か
ら
お
知
ら
せ

税
務
課（
℡
７2
ー
２
１
６
２
）か
ら
お
知
ら
せ

　

毎
年
１
月
31
日
ま
で
に
提
出

す
る
こ
と
に
な
っ
て
い
る
給
与
支

払
報
告
書
を
各
市
町
村
に
提
出

し
て
く
だ
さ
い
。な
お
、当
該
給
与

支
払
報
告
書
は
、地
方
税
法
の
規

定
に
お
い
て
、提
出
し
な
か
っ
た
事

業
者
又
は
虚
偽
の
記
載
を
し
た

事
業
者
に
対
す
る
罰
則
規
定
が

設
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

毎
年
５
月
に
、特
別
徴
収
義
務

者
あ
て
に
「
特
別
徴
収
税
額
決

定
通
知
書
」を
お
送
り
し
ま
す
の

で
、そ
の
税
額
を
毎
月
給
料
か
ら

徴
収
し
、翌
月
の
10
日
ま
で
に
合

計
額
を
、各
従
業
員
の
住
所
地
の

市
町
村
へ
納
入
し
て
い
た
だ
き
ま

す
。

※

納
期
の
特
例
に
つい
て

　

従
業
員
が
常
時
10
名
未
満
の

事
業
所
は
、申
請
に
よ
り
年
12
回

の
納
期
を
年
２
回
と
す
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。

　

住
民
税
を
は
じ
め
と
す
る
地

方
税
は
、皆
さ
ん
の
身
近
な
行
政

サ
ー
ビ
ス
に
使
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

特
別
徴
収
に
つ
い
て
く
わ
し
く

は
、税
務
課
住
民
税
係
へ
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。
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町
内
の
各
保
育
所（
園
）と
幼

稚
園
が
、平
成
25
年
度
入
所・入

園
希
望
児
を
次
の
と
お
り
募
集

し
ま
す
。

 

お
子
さ
ん
の
入
所（
園
）を
希
望

さ
れ
る
方
は
申
し
込
ん
で
く
だ

さ
い
。

◆
入
所（
園
）対
象
児

　

小
学
校
入
学
前
ま
で
で
、

●
お
う
ち
の
人
全
員
が
、昼
間
外

に
働
き
に
行
って
い
る
。

●
お
う
ち
の
人
が
家
に
い
る
が
、

家
事
以
外
の
仕
事
を
し
て
い
る

な
ど
の
理
由
で
、家
庭
だ
け
で
は

保
育
が
難
し
い
お
子
さ
ん
。

◆
募
集
す
る
保
育
所（
園
）

◇
南
部
保
育
所

　
（
東
吉
田・℡
72
│
４
５
２
０
）

◇
上
南
部
保
育
所

　
（
西
本
庄・℡
74
│
３
０
２
２
）

◇
高
城
保
育
所

　
（
広
野・℡
75
│
２
０
４
４
）

◇
清
川
保
育
所

　
（
清
川・℡
76
│
２
２
５
１
）

各
保
育
所（
園
）

各
保
育
所（
園
）

南
部
幼
稚
園

南
部
幼
稚
園

学
校
法
人
　
白
梅
幼
稚
園

学
校
法
人
　
白
梅
幼
稚
園

保
育
所（
園
）＆
幼
稚
園  

来
年
度
入
所（
園
）希
望
児
募
集
！

来
年
度
小
学
校
新
入
学
児
童
の

　
　
　
　
　
　

就
学
時
健
診
を
実
施

住
民
環
境
課（
℡
７2
ー
２
１
６
１
）

住
民
環
境
課（
℡
７2
ー
２
１
６
１
）

教
育
学
習
課（
℡
７4
ー
２
１
９
１
）

教
育
学
習
課（
℡
７4
ー
２
１
９
１
）

◇
ひ
か
り
保
育
所

　
（
東
岩
代・℡
72
│
３
０
１
９
）

◇
愛
之
園
保
育
園

　
（
埴
田・℡
72
│
２
３
７
１
）

◆
申
込
受
付
期
間

　

10
月
１
日（
月
）〜
19
日（
金
）

◆
提
出
書
類

◇
入
所（
園
）申
込
書

◇
就
労
証
明
書

※

申
込
書
や
募
集
案
内
書
な
ど

は
、左
記
の
申
し
込
み
先
に
あ
り

ま
す
。く
わ
し
く
は
、募
集
案
内

書
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

◆
申
し
込
み
先

◇
各
保
育
所

◇
住
民
環
境
課

◆
問
い
合
わ
せ
先

◇
住
民
環
境
課

　
（
℡
72
│
２
１
６
１
）

◆
募
集
人
員

●
年
長
児（
平
成
19
年
４
月
２
日

〜
20
年
４
月
１
日
生
ま
れ
）44
人

（
在
園
児
除
く
）

●
年
中
児（
平
成
20
年
４
月
２
日

か
ら
お
知
ら
せ

〜
21
年
４
月
１
日
生
ま
れ
）11
人

（
在
園
児
除
く
）

●
年
少
児（
平
成
21
年
４
月
２
日

〜
22
年
４
月
１
日
生
ま
れ
）20
人

※

募
集
人
員
を
越
え
た
と
き
は
、

抽
選
に
な
り
ま
す
。

◆
申
込
受
付
期
間

　

10
月
１
日（
月
）〜
19
日（
金
）

◆
入
園
願
書
提
出
先

◇
南
部
幼
稚
園

　
（
片
町・℡
72
│
２
３
５
８
）

◇
教
育
学
習
課

　
（
谷
口・℡
74
│
２
１
９
１
）

※

入
園
願
書
は
、南
部
幼
稚
園
、

教
育
学
習
課
、住
民
環
境
課
窓

口
に
あ
り
ま
す
。

◆
参
考　

　

入
園
料（
３
０
０
０
円
）必
要
。

就
園
奨
励
費
制
度
有
。降
園
後

の
預
か
り
保
育
有
。

〔
預
か
り
保
育
↓
月
・
火
・
木
・
金

曜
日
の
保
育
終
了
時
か
ら
午
後

４
時
ま
で
。費
用
は
別
途
必
要
。

４
月
と
長
期
休
業
中
は
未
実
施
〕

◆
定
員

●
年
長
組（
５
歳
児
）20
人
程
度

●
年
中
組（
４
歳
児
）20
人
程
度

●
年
少
組（
３
歳
児
）15
人
程
度

（
来
年
度
途
中
で
３
歳
に
な
る
お

子
さ
ん
も
、随
時
入
園
の
相
談
を

受
け
付
け
ま
す
）

◆
申
込
受
付
期
間

来
年
１
月
末
ま
で

◆
申
し
込
み
先

学
校
法
人 

白
梅
幼
稚
園

　

  

晩
稲・℡
74
│
３
２
３
１

　

    　
　

 

74
│
８
０
１
６

◆
参
考

　

入
園
料
は
不
要
で
す
。私
立

就
園
奨
励
費
制
度
が
あ
り
ま

す
。

◇
休
園
日　

日
曜
日
、祝
日
、第

２・第
４
土
曜
日
、（
長
期
）春・夏・

冬
休
み

◇
保
育
時
間
な
ど　

▽
朝
８
時
ご
ろ
開
門
〜
降
園
は

午
後
３
時（
土
曜
日
は
午
前
11

時
）、▽
降
園
後
の
預
か
り
保
育

有（
午
後
４
時
ま
で
）

▽
給
食
有（
副
食
の
み
）▽
土
曜

登
園
日
は
、園
舎・園
庭
を
開
放

し
て
い
ま
す
。

Fax

）

）　

平
成
25
年
度
、町
立
小
学
校
へ

の
新
入
学
予
定
児
童
の
就
学
時

健
康
診
断（
内
科・歯
科・知
能
検

査
な
ど
）を
、次
の
通
り
行
い
ま

す
。

◆
対
象
児
童

平
成
18
年
４
月
２
日
〜
19
年
４

月
１
日
生
ま
れ

◆
各
校
の
実
施
日
時

●
南
部
小
学
校

　

10
月
12
日（
金
）

受
付　

午
後
12
時
45
分
〜

●
岩
代
小
学
校

　

10
月
23
日（
火
）

受
付　

午
後
１
時
20
分
〜

●
清
川
小
学
校

　

10
月
24
日（
水
）

受
付　

午
後
１
時
15
分
〜

●
上
南
部
小
学
校

　

10
月
30
日（
火
）

受
付　

午
後
１
時
〜

●
高
城
小
学
校

　

10
月
31
日（
水
）

受
付　

午
後
１
時
〜

＊
新
入
学
予
定
児
童
の
家
庭
へ
案

内
通
知
を
送
付
し
ま
す

く
わ
し
く
は
、教
育
学
習
課
へ
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。
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循
環
に
な
り
ま
す
。こ
の
悪
循
環

を
断
ち
切
り
、地
域
の
鉄
道
を
守

る
た
め
に
も
、旅
行
な
ど
お
出
か

け
の
際
に
は
電
車
を
ぜ
ひ
ご
利
用

下
さ
い
。

◇
渋
滞
な
し
で

　

時
間
に
正
確

◇
安
全
性
が
高
い

◇
地
球
環
境
への

　

影
響
が
少
な
い

電
車
を
利
用
す
る
と
お
得

電
車
を
利
用
す
る
と
お
得

町
内
の
お
出
か
け
は
、

み
な
べ
コ
ミ
バ
ス
で
！

町
内
の
お
出
か
け
は
、

み
な
べ
コ
ミ
バ
ス
で
！

10
月
の
行
政・人
権・相
談
日

10
月
の
行
政・人
権・相
談
日

「
障
が
い
者
虐
待
防
止
セ
ン
タ
ー
」
を
設
置
し
ま
す

保
健
福
祉
課（
℡
７2
ー
２
５
４
４
）か
ら
お
知
ら
せ

保
健
福
祉
課（
℡
７2
ー
２
５
４
４
）か
ら
お
知
ら
せ

平
成
24
年
10
月
１
日
か
ら

10
月
15
日
〜
21
日
は
秋
の
行
政
相
談
週
間

〜
困
っ
た
ら 

一
人
で
悩
ま
ず 

行
政
相
談
〜

電
車
に
乗
っ
て
出
か
け
ま
せ
ん
か
？

総
務
課（
℡
７2
ー
２
０
５
１
）か
ら
お
知
ら
せ

総
務
課（
℡
７2
ー
２
０
５
１
）か
ら
お
知
ら
せ

　

10
月
１
日
よ
り「
み
な
べ
町
障

が
い
者
虐
待
防
止
セ
ン
タ
ー
」を

保
健
福
祉
課
内
に
設
置
し
、障

が
い
者
へ
の
虐
待
の
通
報
や
届
出

の
窓
口
と
し
て
運
営
し
ま
す
。

　

障
が
い
者
虐
待
防
止
セ
ン
タ
ー

は
、虐
待
を
発
見
し
た
人
や
虐
待

を
受
け
た
本
人
か
ら
の
届
出
の

受
付
窓
口
と
な
り
、障
が
い
者
の

安
全
確
認
や
緊
急
性
の
把
握
、

県
や
警
察
、医
療
機
関
等
協
力

機
関
と
連
携
し
な
が
ら
対
応
に

関
す
る
協
議
や
支
援
方
法
等
を

検
討
し
、障
が
い
者
虐
待
の
防
止

と
障
が
い
者
の
養
護
者
の
支
援

を
行
い
ま
す
。

障
が
い
者
虐
待
防
止
セ
ン
タ
ー
へ

の
連
絡

　
役
場
開
庁
時　

℡
72
│
２
５
４
４

　
　
　
　
（
保
健
福
祉
課
直
通
）

　
閉
庁
時
夜
間　

℡
72
│
２
０
１
５

　
　
　
　
　
（
役
場
代
表
番
号
）

　

障
が
い
者
の
権
利
や
尊
厳
を

守
る
こ
と
を
目
的
と
し
た
、「
障

害
者
虐
待
の
防
止
、障
害
者
の
養

護
者
に
対
す
る
支
援
等
に
関
す

る
法
律（「
障
害
者
虐
待
防
止

法
」）」が
平
成
24
年
10
月
１
日

か
ら
施
行
さ
れ
ま
す
。

　

行
政
相
談
は
、行
政
の
仕
事
や

手
続
き
、サ
ー
ビ
ス
な
ど
で
、「
困
っ

て
い
る
」「
こ
う
し
て
ほ
し
い
」な

ど
の
意
見
や
相
談
を
お
受
け
す

る
も
の
で
す
。

 

総
務
大
臣
か
ら
委
嘱
さ
れ
た
行

政
相
談
委
員
が
、皆
さ
ん
か
ら
の

相
談
を
お
受
け
し
、関
係
機
関
と

の
連
絡
な
ど
皆
さ
ん
と
行
政
と
の

橋
渡
し
を
お
手
伝
い
し
ま
す
。　

 

町
は
毎
月
、人
権
相
談
、登
記
相

談（
随
時
）と
合
同
で
、行
政
相

談
日
を
設
け
て
い
ま
す
。相
談

は
、無
料
で
秘
密
は
厳
守
さ
れ
ま

す
。

 

毎
月
の
相
談
日
は
、広
報「
暮
ら

し
の
情
報
カ
レ
ン
ダ
ー
」で
お
確

か
め
く
だ
さ
い
。町
内
一
斉
放
送

 

電
車
は
子
ど
も
か
ら
高
齢
の
方

ま
で
誰
も
が
利
用
し
や
す
く
、特

に
車
を
運
転
し
な
い
人
に
と
っ
て

は
な
く
て
は
な
ら
な
い
、大
切
な

交
通
手
段
で
す
。

 

紀
勢
本
線
は
こ
れ
ま
で
多
く
の

人
に
利
用
さ
れ
て
き
ま
し
た
が
、

最
近
で
は
、道
路
整
備
に
伴
う
利

便
性
の
向
上
に
よ
り
自
家
用
車

を
使
う
人
が
増
え
、乗
降
客
数
が

年
々
減
っ
て
い
ま
す
。「
利
用
す
る

人
が
減
少
す
る
と
↓
電
車
の
運

行
便
数
も
減
っ
て
し
ま
い
↓
不
便

に
な
り
↓
利
用
す
る
人
が
ま
す

ま
す
減
っ
て
し
ま
う
」と
い
う
悪

「障害者虐待防止法」で定義している虐待の種類
　障がい者の生活の世話や金銭の管理などをして
いる家族や親族、同居する人による虐待のことです。

障がい者福祉施設従事者等による障がい者虐待

養護者による障がい者虐待

使用者による障がい者虐待

　障がい者福祉施設や障がい者福祉サービス事業
所で働いている職員による虐待のことです。

　障がい者を雇って働かせている事業主などによる
虐待のことです。

で
も
お
知
ら
せ
し
て
い
ま
す
の

で
、ご
利
用
く
だ
さ
い
。

　

11
日（
水
）＝
役
場
（
合
わ
せ

て
登
記
相
談
も
行
い
ま
す
）

　

18
日（
木
）＝
高
城
公
民
館
と

清
川
公
民
館

　

時
間
は
午
後
１
時
30
分
〜
３

時
30
分
ま

で
で
す
。

　

お
買
い
物
や
通
院
、ま
た

町
内
の
温
泉（
鶴
の
湯
温

泉
・
国
民
宿
舎
紀
州
路
み

な
べ・老
人
憩
い
の
家
二
子
の

里
）、ふ
れ
愛
セ
ン
タ
ー
な
ど

へ
の
交
通
手
段
に
、み
な
べ

町
コ
ミ
ュニ
テ
ィ
バ
ス（
み
な
べ

コ
ミ
バ
ス
）を
ご
利
用
く
だ

さ
い
。

　

ご
利
用
に
は
事
前
の
予

約
が
必
要
で
す
。利
用
の

際
は
、み
な
べコ
ミ
バ
ス

（
℡
72
│
３
６
７
５
）へ
電
話

を
し
て
ご
予
約
く
だ
さ
い
。
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“一度だけのつもりが…”

　

子
ど
も
た
ち
を
交
通
事
故
か

ら
守
る
た
め
に
は
、子
ど
も
た
ち

への
交
通
安
全
指
導
の
徹
底
は
も

ち
ろ
ん
、通
学
路
に
駐
車
し
な
い

等
、み
な
さ
ん
の
ご
協
力
が
欠
か

せ
ま
せ
ん
。

　

今
年
４
月
以
降
、全
国
各
地

で
登
下
校
中
の
子
ど
も
た
ち
の

列
に
自
動
車
が
突
っ
込
み
、死
傷

者
が
出
る
痛
ま
し
い
事
故
が
相

次
ぎ
ま
し
た
。そ
こ
で
、教
育
委

員
会
で
は
、道
路
管
理
者
や
警
察

10
月
10
日
は

「
目
の
愛
護
デ
ー
」で
す

10
月
10
日
は

「
目
の
愛
護
デ
ー
」で
す

通
学
路
の
安
全
確
保
に
ご
協
力
を
！

今年もお誘い合わせて
見に来てください！

第７回 みなべ町
スポーツ大会

教
育
学
習
課（
℡
７4
ー
２
１
９
１
）か
ら
お
知
ら
せ

教
育
学
習
課（
℡
７4
ー
２
１
９
１
）か
ら
お
知
ら
せ

の
協
力
を
得
て
、通
学
路
安
全
点

検
を
行
い
、看
板
の
設
置
等
を
計

画
し
て
い
ま
す
。

　

子
ど
も
た
ち
の
安
全
確
保
は
、

町
全
体
の
交
通
安
全
意
識
の
向

上
に
も
つ
な
が
り
ま
す
。み
な
さ

ん
の
温
か
い

見
守
り
と
ご

協
力
を
お
願

い
し
ま
す
。

被害者支援無料相談会

大展覧会 10月27日（土）～28日（日）
生涯学習センター＆南部公民館で

11月３日（土）
ふれ愛センターで

11月３日～４日
高城公民館で

芸能まつり

文化展
菊花展高城

11月３日～４日
清川公民館で

11月11日（日）～　町内各会場で

清川文化展

10月２７日（土）午前１０時～午後４時

0739-23-5110（当日のみ）

10月1日～11月30日まで
「麻薬・覚せい剤乱用防止運動期間」

田辺市民総合センター
　　　　　　　（田辺市高尾一丁目）
　犯罪や交通事故などの被害者や家族等
からの電話・面接による相談の実施。弁護
士、臨床心理士、犯罪被害相談員が相談
に応じます。（相談は無料で、秘密は厳守
します）

　当日もお受けしますが、できるだけ前日
までにご予約ください。
　面接の事前予約、その他お問い合わせ
は、公益社団法人 紀の国被害者支援セン
ター（℡０７３－４２７－１０００）へ。

お問い合わせは中央公民館（℡74－3334）へ

　種目や参加申し込み方法などは、この広報紙と
一緒にお届けした要項をご覧ください。
　くわしくは、教育学習課（℡74－3134）へ
お問い合わせください。

　
「
目
が
疲
れ
る・目
が
か
す
む・

も
の
が
よ
く
見
え
な
い・充
血
す

る・視
野
の一
部
が
見
え
な
い・目

の
中
に
虫
の
よ
う
な
も
の
が
見
え

る
」な
ど
の
症
状
は
あ
り
ま
せ
ん

か
？
　

目
の
病
気
も
早
期
発
見
、早

期
治
療
が
重
要
で
す
。こ
の
機
会

に
目
の
大
切
さ
に
つ
い
て
考
え
て

み
ま
せ
ん
か
。
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日時

場所

内容

電話
相談

面接
相談

　麻薬、覚せい剤、違法ドラッグなどの薬物乱
用は、乱用者個人の健康上の問題にとどまら
ず、家庭の崩壊や各種の犯罪の誘因など悲惨
な事件の原因にもなり、社会全体への問題に
も発展します。 
　一度だけのつもりがいつの間にか中毒とな
り、一度しかない人生が取り返しのつかないも
のとなるのです。 



青少年センター
高城公民館（高城支所）

清川公民館（清川支所）

南部公民館

南部公民館岩代分館
図書館（ゆめよみ館）
図書館（上南部分館）
うめ振興館
うめ21研究センター
紀州備長炭振興館
はあと館（社会福祉センター）
　〔社会福祉協議会〕
デイサービス　ふれ愛センター
デイサービス　特養梅の里
デイサービス　ゆうゆう館
老人憩の家　二子の里
シルバー人材センター
高城診療所
ごみ焼却場
斎場
日高広域消防南部出張所
田辺広域休日急患診療所
（田辺市民総合センター敷地内）

青少年センター
高城公民館（高城支所）

清川公民館（清川支所）

南部公民館

南部公民館岩代分館
図書館（ゆめよみ館）
図書館（上南部分館）
うめ振興館
うめ21研究センター
紀州備長炭振興館
はあと館（社会福祉センター）
　〔社会福祉協議会〕
デイサービス　ふれ愛センター
デイサービス　特養梅の里
デイサービス　ゆうゆう館
老人憩の家　二子の里
シルバー人材センター
高城診療所
ごみ焼却場
斎場
日高広域消防南部出張所
田辺広域休日急患診療所
（田辺市民総合センター敷地内）

TEL
TEL
FAX
TEL
FAX
TEL
FAX
TEL
TEL
TEL
TEL
TEL
TEL
TEL
FAX
TEL
TEL
TEL
TEL
TEL
TEL
TEL
TEL
TEL
TEL

TEL
TEL
FAX
TEL
FAX
TEL
FAX
TEL
TEL
TEL
TEL
TEL
TEL
TEL
FAX
TEL
TEL
TEL
TEL
TEL
TEL
TEL
TEL
TEL
TEL

72-4141
75-2455
75-2802
76-2250
76-2109
72-1400
72-5804
72-2127
72-1410
74-3283
74-3444
74-2300
76-2258
72-5611
72-5610
74-3337
75-2618
72-5900
72-4455
72-1389
75-2005
72-3808
74-3150
74-3119
26-4909

72-4141
75-2455
75-2802
76-2250
76-2109
72-1400
72-5804
72-2127
72-1410
74-3283
74-3444
74-2300
76-2258
72-5611
72-5610
74-3337
75-2618
72-5900
72-4455
72-1389
75-2005
72-3808
74-3150
74-3119
26-4909

住民環境課
税　務　課
保健福祉課
産　業　課
う　め　課
会　計　課
共通ＦＡＸ
総　務　課
検　査　室
建　設　課
共通ＦＡＸ
議会事務局
Ｆ　Ａ　Ｘ
保健福祉課
地域包括支
援センター
Ｆ　Ａ　Ｘ
上下水道課
　水 道 係
　下水道係
Ｆ　Ａ　Ｘ
教育学習課
中央公民館
共通ＦＡＸ
教育学習課
Ｆ　Ａ　Ｘ

７２－２１６１
７２－２１６２
７２－２５４４
７２－１３３７
７４－３２７６
７２－２５９６
７２－３８９３
７２－２０５１
７２－２１４２
７４－３３３５
７２－１２２３
７２－１３３４
７２－１３３５
７４－３３３７
７４－８０６５

７４－８０１３

７２－３０８５
７２－３６０５
７２－４１８７
７４－３１３４
７４－３３３４
７４－２４１８
７４－２１９１
７４－３６２１

役　場

1階

2階

3階

ふれ愛
センター
（保健福祉
センター）

生涯学習
センター

1階

浄化センター
（役場庁舎隣）

1階

1階

2階

役場への電話は、時間短縮のためにも、できる
だけ用事のある課の直通番号へかけてください

役場ダイヤルイン（直通電話）

お願い～～

（24時間対応）

高年齢者の雇用・就業を支援します

「フォークリフト運転講習」
フォークリフト運転に関する基礎的な知識及び技術を習得します。受
講対象者は、５５歳以上で雇用・就業を希望する和歌山県在住の方
（事前にハローワークの求職登録が必要です。）
○講習期間　１１月２日（金）～１９日（月）うち８日間
○定員　１５名（定員超過の場合は選考）
○受講料　無　料
○会場　はあと館（芝４４７－２）＊実技はみなべ自動車学校
○申込受付　１０月２日（火）～１６日（火）
＊お申込み・お問い合せは、公益社団法人みなべ町シルバー人材セ
ンター（はあと館内）℡７２－１３８９まで

　１０月１日から、和歌山県最低賃金は、時間額６９０円となります。
　詳しいことは、和歌山労働局賃金室（℡０７３－４８８―１１５２）
又は最寄りの労働基準監督署へお問い合わせください。

　自動車の使用者には、自動車の不具合による事故の防止や環境保
全を図るため、適切な保守管理、点検整備の実施が義務づけられて
います。
○日常点検＝日頃、自動車を使用している中で、走行距離や運行時
の状態などから判断した、適切な時期に点検を行うことが必要です。
○定期点検＝安全の確保・公害防止の観点から、自家用乗用車につ
いては１年ごとに実施しなければなりません。
　適切な点検・整備を行うことで車の燃費が２％程度改善されます。
車のトラブルを防ぐとともに、地球環境のために点検・整備は忘れず
行って下さい。

「必ずチェック 最低賃金！ 使用者も 労働者も」

あなたと地球にやさしい、車の愛情点検

和歌山県最低賃金 時間額６９０円

”安全と環境保全には、
点検・整備が必要です”

国土交通省近畿運輸局和歌山運輸支局
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